
月13Z和歌山勝田窪湾沖地震によ
る被害・地愛其他の現象

中央気象蚕地震掛

今同の地震には著しい被害地費等は無かった、。;震央院比較的近い和歌山将、南

西部の沿岸地方に於て1家屋の破損)築堤・道路等の崩壊を見たのが被害並び

に地愛の最大なるもので、あって，本地震による被害並びに地震の程度は之;に依

でつて略々想像されよう。併し一方被害は可成り遠距離に及びp 三重勝下に於τ
さへ若干の被害を生じたととは，本地震の規模の小夜らざるととを示ナものと

して注目に値する。

以下各地測候所よりの報告に基き各地の被害・地愛其他の雑現象を纏めて懸

別に記す。

和歌山懸(1)被害被害は主とじて日高・西牟主主雨郡の沿岸地方に多く 3御

甲{前

坊・田建各警察署管内を通じ負傷 3ぐ三階か;ら跳下りたため)，南部署管内に全

(1) 詳細は和歌山測候所設行の昭和 13年 1月 12日紀伊水道強震調査報告(和歌山鯨

地震調査報告集17競〉を参照され度ぃ。 ζ 1.1では同報告民基雪1阿蘇下に於ける被害・

1也務等句中比較的頼著たものの与を，記して置いた。
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焼 1戸3 御坊・，団法・周参見各署.管内を遁じ家屋の宇壊及d破損計7椋を出し

た。其他屋根瓦の破損，土塀 L石垣等め崩壊，商品の轄倒破壊及び、道路・埋立

等の亀裂・崩壊程度の被害は諸所花見られたo 叉銭道の被害Lとしては紀伊西線

南部一芳養間及び日置一周参見間に 20箇所の線路沈下があり，沈下量は最大

100粧に及んだ。因みに線路の横宇、れは友かった模様である。

く2)"地愛其他特に著じいものは友かったがp 道路・築堤(主として新設の

もの〉等ピ諸所亀裂が現れ.叉温泉:・井水等院も多少の愛佑が見られた。

道路の亀裂は日高ー西牟婁'・東牟婁の三郡に多く，共中長も顕著なものは西

牟婁郡富田川筋の中部繍道に:現れたおので.，亀裂の脂は市ノ瀬村汗川橋附近

比於士最六-12"糎に達じえる〉、ー、

日高郡龍紳温泉の道路上には微温泉が湧出したがF 約1週間でよとったo共他

自演(西牟妻、〉・勝浦〔東卒業〉・湯川[C那智町Y等θ各温泉氏於て湧出侍よ正'1:~.<;新

湯湧出，白濁，i勇出量増加等の異常が見られた。

J井水の1困濁42.:J増減等陪鯨下全般に亙って認め'られ，海草郡西和{左村に於では

震央ーより遠ぐ~Ifれるに拘もす..:，著しい井水の増減があった。

日高川支流折JII(上山路村内〉・十津川支流三越)11-富田川支流(西牟婁郡鮎川

'村内〉・周参見川支流(周参見町内〉等に於ては地震後何れも河水の増加を見たc

(3)海震地震嘗時附近の海上に在った船舶は，何れも可成りの海震を感じ

'fco 

日高郡名田・同郡印南・西牟婁郡河参見各港沖合出漁船は般底に一大筒動を

感じたとのととである。叉，切目崎南西微南約2浬 (13501Wlo官 ， 33045'N) 

の海上を航行中り大阪商船那智丸(1;600 t.ン)は 30........40秒間隔にて 2同海

震を感じたとの報告あり p 営時海面は白浪立ち，恰も潮流激甚なる場合の如き

、:lf)~態を呈してゐたといふ。

(4)夜光現象今同の地震に於て和歌山市，南部町附近から田j室町，.局参見

町附近に至る各地及び日高郡ゐ山地等七-所々登光現象を見たとの報告があるo

多くは震動中青白い電光様。光が瞬間的に見えたと稽す~~ものであるo

a徳島県菜、(徳島市:上民家の壁障害IJ目を生じ或は崩落せるもの可成り多くy 陳

列棚の水平移動，商品の破損等が若干あったofnj'，布肉で地震の最中譲先現象
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を見たーと稽する人が 23・3人あったO. "， 4 

(!j小、松島町) 堀抜井井a戸の濁れるもの多くし'

つた庭もあつた。 f倫訂'.I}'松島港務所:備付:の桧潮儀には何等の異常.も記録されな

かった。

ぐ富岡町〉ー震前:::i......-γと"0ふ地鳴を聞いた。同町大字西路見の一民家ずは南

側の屋根瓦が落'T1--正負傷者1名を出した。屋根瓦り落ちた家は数軒あった。

原ヶ崎村道く2;'3年前新設〉唱では南北に長さ約 10米幅約 1粧の亀裂を生じ

た。墓石が 2"，3韓倒したとの設ちあったが1 地震直後起し直され主詳細は不

明6井戸水の愛佑は認的られたかった。¥. ブ了 一 i-Jvhh 
ぐ椿村).同材太字横尾では被害、も井氷の愛佑伝忍める;れだかで会た己ど長がふ

椿泊に到る道で).7:'腕岩沼が崩落した自である6 大字椿泊台、ーは震前 ::l~'r.:- 主いふ

地鳴を聞いたO.井戸71くの濁った所があった。¥同村漁業組合演の立ンタリ"""'，モの

中3 以前上り多少割目の入り語、いった庭が地震のため割目が大きミ完走り:柏甫芳

(海岸の方)にす=った傾向が見られた。

(日和佐町) r司町小皐校(管内観測所〉よりの報告に依れば震前地鳴あり，

土壁の破損，飾窓のガラスの破壊及び壁に割目を生じた庭が多・かった由であ

るO

(旦浦村〉 同村康戸海岸の埋立地約5町歩が1尺5寸合会陥落し，南北方向に

多数の亀裂を生じた。同埋立地は 3，4年前海岸の砂で池を埋立てたも Fので，

中央部に倫周園数町の小池を残し，共東側に幅1間徐の排水溝が南北に通って

ゐるO 亀裂陥落は共講の雨側に起ったものでp 亀裂の長さ 7--8間のもの所々

にあり，幅は1尺5寸，深さは 6寸に及ぶものもあった。亀裂と亀裂との聞に

は多数の小穴を生じγ水を噴出したが間もたく止ったョ小穴の直径の大友るも

のは 8寸徐に及んだ。叉排水溝で・は逆に南北に 1町程の聞が2--3尺隆起した。

三重懸北牟婁郡引本町では岸壁に構築中の魚、揚場 (184秤〉が海中に陥浪

L，約3，000園の損害があった。南牟婁郡御船村大字成川では炭竃が墜落して

出火し，雑木林1町歩を焼失した。阿山郡上野町馬苦努町では重量約2，000貫

の石燈籍が倒れた。

高知懸建築物共他の被害なく，室戸岬沖に出漁中の釣船も何等海震等の具
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常を感じ友かった由である。命，安雲郡甲浦に'於士、は、1月 11.日夕刻海面に下

記の苅き異常が認めら:れたといムo;. 

土佐商船甲浦扱庄でほ阪神行商舶に貨物積込のた必用意しであった停馬肱が

午後5時頃念に海水が引いて舶底が地につきF 舶を出すのに因ったが午後 B

時宰頃去の場所から約 20米涼陀念に波が立ち，すヌキぐウネリ泊三海岸近乙で

波立って進行するものを指し七言ふ様であ.る〉が押寄せて水面が急k上昇し，‘

停馬舶が浮いて港外め本拙迄行けたといふととーである 0，甲浦港は入江Kなづて

居り p それに沿ふ道路り海側は護岸の沼積がしてるで立て;傍馬舶は扱庄の前のL

道路から石段で敷尺下りた所に繋船しである。 P営時の目撃者の談に依り水面の

低不:量並びに上昇:量を測って見?と所，何れも営日;の水面~(水底 J:.9 約 43 糎う

之り約 -28 糎1~T及び上昇.L:たとと L 怠ったム賞、日は天気良ぐ海も凪もとdの

様友異常の起る原因は他に考行ら‘れやp 不審に思ってゐたといふ。因に潮汐表

から:嘗日の甲浦り、干潮持を推算して見ると，午後7時 24;:分?とな石正
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